


最近よく聞く「遺伝子検査」。遺伝子や DNA を調べる検査は、
まとめて「遺伝子検査」と呼ばれていることが多い。色々な種類
があるけれど、病気のかかりやすさや、親子鑑定のための検査の
ことを、専門家は「遺伝学的検査」と呼んでいる。他には、食中
毒が起こった時に原因のウイルスを調べる検査は「病原体遺伝子
検査」、がんにかかった時にその腫瘍の一部をとってタイプを調
べる検査は「体細胞遺伝子検査」と呼んでいる。

遺伝学的検査は、年を取った後や
生活習慣や食生活を変えた後に
やっても、何度検査をやっても、
結果は変わらない。 
つまり、一度結果を聞いてしまう
と、もう聞く前には戻れない。
一度検査することで一生変わるこ
とのない結果を知ることになる。

遺伝学的検査で知ることができる
情報（遺伝情報）は、血のつながっ
た家族であれば共通して持ってい
る。例えば、親子だったら半分は
同じだ。
あなたが自分の遺伝子を調べるこ
とは、家族の遺伝情報も知ること
になる。   あなたは自分の遺伝情
報を知りたいと思っても、家族は知りたくないかもしれない。

年を取ってから症状が出る病気が
ある。 その病気にかかる確率も、
ある程度予測できることがある。
良い点は、早めに対策ができるこ
と。でも、20年後には症状が出て、
治療法も見つかっていない病気か
どうか、今知りたい？  予測する
十分な情報がなかったり、検査会
社によって異なったり、正確な予測は難しいのも現状だ。
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